
  （文責：後藤 達人） 

 11 月 1～２日は，6 年生の修学旅行でした。今年の修学旅行では，1 日目の京都市内の見学

を班別行動とし，その行程や見学地は，班員で相談して決めていきました。自分たちのための

修学旅行に近づいた感じがします。この日までに，6年生は，総合的な学習の時間等を利用し，

有意義な修学旅行となるように，しっかりと事前学習を積み重ねて

いきました。 

 さて，当日はすばらしい天候に恵まれ,気持ちよく出発できました。

最初に訪れたのは,二条城です。ここは，全員そろって見学し，集

合写真も撮りました。二条城見学後，5 つの班に分かれて，京都

市内各地に別れていきました。私は，3 班に付くことになっていま

したので，4 人の子どもたちと行動を共にしました。これから，2 回

に分け，3班の行動をレポートします。 

 みんなと別れてまず最初に向かったのは,二条城の床下探検です。あの

有名な「うぐいす張り」の秘密を探るためです。4 人でのぞき込み，仕組み

のおさらいをして，納得していました。 

 二条城を後にし，次に向かったのは，北野

天満宮です。この地を見学するのは，この班

だけでした。天神様にお願いして，学力アッ

プを目指します。 

 北野天満宮の次は，金閣寺に向かいました。市バスを利用します

が，初めの計画では，立命館大学で乗り継ぐことになっていましたが，

別系統のバスにしました。「金閣寺道」から 50ｍほどで金閣寺に着くからです。時間短縮成功。 

 金閣寺は，たくさんの人であふれていました。人ごみを縫うようにして，

写真を撮ったり，歩いたり，立ち止まって眺めたりして，美しく輝く金閣

寺を堪能しました。 

 ちょっと疲れてきたので，おやつタイムにしました。静かな雰囲気の

庭園で，団子をいただきました。抹茶の団子がおいしかったようです。 

 さて，一休みしたところで，修学旅行中に達成

しなければならないミッション（指令）に取り掛かることにしました。それは，外

国の人と会話をすることです。金閣寺には，外国からの人たちがたくさんいま

す。チャンスの場所なのです。そこに，話をしてもらえそうな方たちが，自分

たちの前に座りました。さあ，勇気を出して，ミッション達成に向け，4 人の子

どもたちは立ち上がりました。成功するでしょうか？ 
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 最初に声をかけるときは，すごく緊張していましたが，相手の

方が気さくに応えてくれたので，4 人は，すぐに学習の成果を発

揮し始めました。はっきりと，よく伝わる声で，自分の言いたいこ

とを表現することができました。会話をしてくださった外国に方た

ちから，「とても上手な英語

だ」とほめてもらい，うれしさい

っぱいの 4人でした。その後，記念撮影をして別れました。 

 ミッションが達成でき，大満足で金閣寺を後にしました。 

   昼ごはんを食べよう 

時計を見ると，そろそろお昼時です。

3班の計画では，市役所辺りでの昼食

となっていましたが，京都らしい場所で昼食をとることにしました。今，人

気になっている西陣の町家レストラン・カフェに案内しました。町家の造り

をそのまま生かしたお店で，雰囲気を味わいながら，おいしいランチ

をいただきました。 

せっかくの京都ですので，少しでもその雰囲気や様子を感じてほ

しいと思っていました。 

地下鉄は，早いけど，落とし穴もあるぞ 

昼食後は，本能寺に向かいます。市バスで，二条駅まで出て，そ

こから地下鉄を利用しました。最初の計画では，市バスだけで移動することになっていましたが，

地下鉄の利用は，時間短縮に有効です。市役所前まであっという

間に到着しました。おまけに，今日の市バスは，どのバスも客が多

く，座ることができませんでしたが，地下鉄では，ゆったりと座って

目的地まで移動することができたのです。 

さあ，市役所前に到着しました。地下鉄駅を出たところで，「今

回は，先生は案内をしない」と言って，子どもたちにまったく任せ

て，本能寺に向かうことにしました。地下鉄から地上に出たときは，

本当に方向が分からなくなるときがあります。実は，朝も地下鉄に乗ったとき，方向を失ってしま

ったのです。子どもたちは，一瞬逆方向へ行きかけましたが，

地図をもう一度確認し，市役所と本能寺の位置を見直し，正

しい方向に歩いていきました。河原町通からの入り口は，ずい

ぶん狭く，見過ごしてしまうほどですが，何とか見つけて，目

的地である本能寺に到着することができました。歴史上の名

高い場所で，時間をかけて，しっかりと見学する 4人でした。 

自分たちで作る修学旅行の旅は，まだまだ続きます。 


